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技術相談 

提供可能技術： 

・コンクリート強度試験 

・ 

・ 

 

 

研究内容： 軽量ポリマーセメントモルタルの開発に関する研究 

 近年，鉄筋コンクリート構造物の老朽化により，補修材料として，ポリマーセメントモルタル（以下，PCMと称す）が使用

されている．なお，PCM とは，セメントにポリマー混和剤を混入したモルタルのことである． 

細骨材の代替として，人工軽量骨材を用いて PCM の軽量化を図ることにより，施工時の吹き付けおよび塗り付け作

業の作業性を向上させ，単位質量当たりの体積が増加することによるコストの削減も可能と考えられる． 

PCM の 6 号珪砂の代替として人工軽量骨材を用いた軽量 PCM，そして，高強度化を図るために PCM に高炉スラグ

微粉末および二水石膏を加えて 6号珪砂の代替として人工軽量骨材を用いた高強度軽量PCMの開発に関する研究を

行っている。 

これまでの研究において，PCMに用いられる 6号硅砂を，人工軽量骨材であるフライアッシュバルーンに一定の割合

で置換して混入し，フライアッシュバルーンの置換率が軽量 PCM および高強度軽量 PCM の強度性状に及ぼす影響に

ついて実験的研究を行った．その結果として，全体的に軽量PCMおよび高強度軽量PCMともに，フライアッシュバルー

ンの置換率が高いくなるほど，圧縮強度および引張強度が低下して、流動性も低くなることが分かっている。また，軽量

PCM および高強度軽量 PCM ともに，フライアッシュバルーンの置換率がある一定の値になると，圧縮強度および曲げ

強度が急激に低下することが確認された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

耐破壊型コンプレッソメータ（東京測器研究所）  

  

  

  

  

 

図 1 PCMのフロー試験 図 2 PCMの曲げ強度試験 


